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１．研究計画の概要 
(1) 人文・社会・自然科学の諸分野で科学
研究費基盤研究・海外学術調査に従事する研
究組織の連携ネットワークを作り、その中心
組織としての役割を担い、日本におけるフィ
ールドワーク（臨地調査）にもとづく諸科学、
すなわちフィールドサイエンスの可能性の
広がりを提示し、その確立をめざす。 
(2) 人文社会科学におけるフィールドサイ
エンスの範例としての文化人類学が展開し
てきた手法と理論の特徴を、自然科学を含む
他の学問領域とのそれと比較しつつ検討し、
これら諸分野においてフィールドワークの
しめる意義を客観的に同定する。 
 
２．研究の進捗状況 
(1) 総括班フォーラムの年次開催： 海外調
査を計画している全国の研究者に、関係地域
やフィールド調査に関する最新の情報、およ
び超域的な研究交流の場を提供すべく、「総
括班フォーラム」を年一回開催してきた。そ
こでは、日本学術振興会担当者を迎えた「科
研費の執行」に関する全体会議とともに、全
世界を七つの圏域に区分した地域別分科会
を会場別に同時開催し、情報交換の場に活用
した。 
(2) 連続ワークショップ： 「フィールドサ
イエンスと超域的ネットワーク」を大テーマ
にかかげた連続ワークショップを、フォーラ
ムと同日の開催日程で毎年企画した。各回に
特別テーマをかかげ、「フィールドワークと
理論構築」（2006 年度）、「海外学術調査デ
ータベース」（2007 年度）、「フィールドサ
イエンスと超域的ネットワーク」（2008 年度）

を主題とする講演と総合討論によって、本研
究課題の理論的方向性を追究してきた。 
(3) 各種研究会の開催と学術データベース
の構築： 共同研究としての持続性・発展性
を高めるため、年数回の研究分担者会議のほ
か、個別のフィールド方法論を主題として研
究ネットワークの拡張をはかる「フィールド
ネット研究会」や「フィールドサイエンス・
コロキアム」を随時開催するとともに、日本
人による海外学術調査の歴史を俯瞰するた
めの「国際学術研究調査関係研究者データベ
ース」を構築し、ウェブ上で公開した。 
(4) 臨地調査における文理共存の可能性に
むけた試み： 本研究課題による海外調査の
内容を、従来の事情調査型から、フィールド
サイエンスの構築可能性を積極的に展望す
る学術創生的調査型に転換しながら、毎年度
の重点調査対象地域を対象とした海外調査
を試みてきた。また、若手研究者を中心に、
文理共存の臨地調査像を模索するネットワ
ークをウェブ上に構築する試みが提案され、
「FIELDNET・ウェブ構築委員会」が昨年度よ
り組織された。 
 
３．現在までの達成度 
① 当初の計画以上に進展している： 「研
究の進捗状況」として上に記した諸活動のう
ち、本研究課題の研究計画調書作成時点では
具体的な研究内容や研究方法を提示しえな
かったもののうち、とりわけ(3)と(4)に属す
る研究ネットワーク構築関連の種々の試み
は、以後の共同研究における討議をへて、初
めて明示的な姿をとりえた研究活動である
ため。 



４．今後の研究の推進方策 
最終年度にあたる 2009 年度も、本研究課題
で年度ごとに設定されている研究諸活動を
着実に継続させる予定である。なお、これま
での共同研究をつうじてとくに問題点とし
て指摘されたのは、海外学術調査の超域的研
究ネットワークの拡張と、フィールドサイエ
ンスの将来をみすえた構築可能性の議論に
は、いずれも後継者養成の目的をあわせもっ
た若手研究者の参画が必須であるというこ
とだった。そのため、最終年度では、近い将
来に科学研究費研究課題の研究代表者にな
るなどして海外学術調査で主導的役割をに
なう可能性のある若手研究者の持続的研究
ネットワーク構築に関する具体的方法をさ
らに探究する予定である。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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